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(57)【要約】
【課題】従来の横電界方式の液晶表示装置と同程度ない
しはより優れた広視野角化及び画
質の向上化を図ることができる横電界方式の液晶表示装
置を提供すること。
【解決手段】一対の基板１１、２６間に液晶層３２が挟
持され、一対の基板１１，２６の
液晶層３２とは反対側には一対の偏光板３９、４０が形
成された横電界方式の液晶表示装
置１０であって、一対の基板１１、２６のいずれか一方
に形成された偏光板３９は保護膜
３９ａ、偏光子３９ｂ及び２枚の負の２軸性フィルム４
２で形成され、２枚の負の２軸性
フィルム４２は第１の負の２軸性フィルム４３と第２の
負の２軸性フィルム４４とで構成
され、第１の負の２軸性フィルム４３及び第２の負の２
軸性フィルム４４は共に重ねられ
て一方の基板１１側又は他方の基板２６側に配置されて
いることを特徴とする。
【選択図】　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の基板間に液晶層が挟持され、
　前記一対の基板の前記液晶層とは反対側には互いの光透過軸が直交するように一対の偏
光板がそれぞれ備えられ、
　前記一対の基板の一方には第１電極と第２電極とが形成され、
　前記第１電極と前記第２電極との間に生じる電界によって前記液晶が駆動される横電界
方式の液晶表示装置であって、
　前記一対の基板のいずれか一方に形成された前記偏光板は保護膜、偏光子及び２枚の負
の２軸性フィルムで形成され、
　前記２枚の負の２軸性フィルムは第１の負の２軸性フィルムと第２の負の２軸性フィル
ムとで構成され、
　前記第１の負の２軸性フィルム及び前記第２の負の２軸性フィルムは共に重ねられて前
記一方の基板側又は他方の基板側に配置されていることを特徴とする横電界方式の液晶表
示装置。
【請求項２】
　前記第１の負の２軸性フィルムは前記偏光板の偏光子の側に配置され、前記第２の負の
２軸性フィルムの光学軸は前記液晶の初期配向方向に対して平行とされ、前記第１の負の
２軸性フィルムの光軸は前記液晶の初期配向方向に対して平行又は直交とされていること
を特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第２の負の２軸性フィルムは前記偏光板の偏光子の側に配置され、前記第２の負の
２軸性フィルムの光軸は、前記液晶の初期配向方向に対して直交であり、且つ前記第１の
負の２軸性フィルムの光軸は、前記液晶層の初期配向方向に対して平行又は直交とされる
ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記第１の負の２軸性フィルムはｎｘ＞ｎｙ＞ｎｚ（なお、ｎｘ、ｎｙ及びｎｚは各軸
方向の屈折率を表し、ｄは位相差板の厚さを表す。）とされ、面内位相差Ｒｏ：０ｎｍ＜
(ｎｘ－ｎｙ)＊ｄ≦２０ｎｍ、大きな厚み方向位相差Ｒｔｈ：５０ｎｍ≦｛(ｎｘ＋ｎｙ)
／２－ｎｚ｝＊ｄ≦１００ｎｍであり、
　前記第２の負の２軸性フィルムはｎｘ＞ｎｚ＞ｎｙとなされ、面内位相差Ｒｏ：１００
ｎｍ≦(ｎｘ－ｎｙ)＊ｄ≦２００ｎｍ、複屈折性係数Ｎｚ：(ｎｘ－ｎｚ)／(ｎｘ－ｎｙ)
は－０．３～０．３である、
ことを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記第１の負の２軸性フィルム及び前記第２の負の２軸性フィルムは、共にトリアセチ
ルセルロース、ポリカーボネート、ポリノルボルネン等の延伸フィルムからなることを特
徴とする請求項１～４のいずれかに記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、横電界方式の液晶表示装置に関する。詳しくは、本発明は、位相差板として
２枚の負の２軸性フィルムを使用することにより、広視野角化が達成される横電界方式の
液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置はＣＲＴ（陰極線管）と比較して軽量、薄型、低消費電力という特徴があ
るため、表示用として多くの電子機器に使用されている。液晶表示装置は、所定方向に整
列した液晶分子の向きを電界により変えて、液晶層の光の透過量を変化させて画像を表示
させるものである。液晶表示装置の液晶層に電界を印加する方法として、縦電界方式のも
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のと横電界方式のものとがある。縦電界方式の液晶表示装置は、液晶層を挟んで配置され
る一対の電極により、概ね縦方向の電界を液晶分子に印加するものである。この縦電界方
式の液晶表示装置としては、ＴＮ（Twisted Nematic）モード、ＶＡ（Vertical Alignmen
t）モード、ＭＶＡ（Multi-domain Vertical Alignment）モード等のものが知られている
。
【０００３】
　横電界方式の液晶表示装置は、液晶層を挟んで配置される一対の基板のうちの一方の内
面側に一対の電極が互いに絶縁して設けられており、概ね横方向の電界を液晶分子に対し
て印加するものである。この横電界方式の液晶表示装置としては、一対の電極が平面視で
重ならないＩＰＳ（In-Plane Switching）モードのものと、重なるＦＦＳ（Fringe Field
 Switching）モードのものとが知られている。横電界方式の液晶表示装置は広い視野角を
得ることができるという効果があるので、近年、多く用いられるようになってきている。
【０００４】
　この横電界方式の液晶表示装置は、ホモジニアス配向する液晶と、液晶層を挟んで両面
に画面正面に対して透過軸が上下左右に互いに直交するように配置した一対の偏光板を用
いている。このような構成の横電界方式の液晶表示装置では、上下左右の方向から画面を
斜めに見るときには、２枚の透過軸は直交して見える位置関係にあるので、十分なコント
ラストが得られる。しかし、方位角４５°の方向から画面を斜めに見る時には、一対の偏
光板の透過軸のなす角度が９０°よりもずれる関係にあるので、透過光に複屈折が生じて
光漏れが生じるためにコントラストが低下し、視野角の低下を起すなどの課題がある。
【０００５】
　そこで、このような横電界方式の液晶表示装置の課題を解決するために、従来から視野
角の拡大や画質向上を目的とした各種の位相差板等を使用した液晶表示装置が知られてい
る。例えば、下記特許文献１には、光学的に負の１軸性を有する光学補償シートを備えた
液晶表示装置の発明が開示されている。また、下記特許文献２には、液晶層の複屈折率を
補償する補償層として、正の１軸性の光学異方性を有するものを２層備えた液晶表示装置
の発明が開示されている。
【０００６】
　また、下記特許文献３には、視野角の補償フィルムとして負の２軸性位相差フィルムと
＋Ｃ－プレートを用いた液晶表示装置の発明が開示されている。また、下記特許文献４に
は、面内に光軸を有する負の略１軸性の光学フィルムと、厚さ方向の屈折率が面内におけ
るいずれの方向よりも小さい第２の光学フィルム（負の２軸性の光学フィルム）を用いた
液晶表示装置の発明が開示されている。
【０００７】
　更に、下記特許文献５には、Ｃ型又はＰ型の広視野角偏光板を用いた液晶ディスプレイ
の発明が開示されている。ここで、Ｃ型とは、偏光子に面内位相差＝２５０ｎｍ～３００
ｎｍ、Ｎｚ＝０．１～０．４なる複屈折特性を有する２軸性の位相差フィルムを直交型に
重ねてなる広視野角偏光板であり、Ｐ型とは、偏光子に面内位相差＝２５０ｎｍ～３００
ｎｍ、Ｎｚ＝０．６～１．１なる複屈折特性を有する２軸性の位相差フィルムを平行型に
重ねてなる広視野角偏光板である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特許第３１１８２０８号公報
【特許文献２】特許第３２０４１８２号公報
【特許文献３】特表２００６－５２０００８号公報
【特許文献４】特開２００６－２９３１０８号公報
【特許文献５】特許第４２７６３９２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００９】
　上記特許文献１～５に開示されているように、従来から液晶表示装置の広視野角化を達
成するために、様々な位相差板等が用いられている。しかしながら、液晶表示装置に関す
る技術の進歩は目覚しく、より広視野角化及び画質向上のために新たな技術が求められて
いる。
【００１０】
　そこで、本発明者等は、上記の従来技術とは構造が異なり、少なくとも従来の横電界方
式の液晶表示装置と同程度ないしはより優れた広視野角化及び画質の向上化を図ることが
できる構成について検討を重ねた結果、位相差板として負の２軸性フィルムを２枚用いる
ことで達成し得ることを見出し、本発明を完成するに至ったものである。
【００１１】
　すなわち、本発明は、従来の横電界方式の液晶表示装置と同程度ないしはより優れた広
視野角化及び画質の向上化を図ることができる横電界方式の液晶表示装置を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するため、本発明の液晶表示装置は、一対の基板間に液晶層が挟持され
、
　前記一対の基板の前記液晶層とは反対側には互いの光透過軸が直交するように一対の偏
光板がそれぞれ備えられ、
　前記一対の基板の一方には第１電極と第２電極とが形成され、
　前記第１電極と前記第２電極との間に生じる電界によって前記液晶が駆動される横電界
方式の液晶表示装置であって、
　前記一対の基板のいずれか一方に形成された前記偏光板は保護膜、偏光子及び２枚の負
の２軸性フィルムで形成され、
　前記２枚の負の２軸性フィルムは第１の負の２軸性フィルムと第２の負の２軸性フィル
ムとで構成され、
　前記第１の負の２軸性フィルム及び前記第２の負の２軸性フィルムは共に重ねられて前
記一方の基板側又は他方の基板側に配置されていることを特徴とする。
【００１３】
　本発明の液層表示装置によれば、位相差板として負の２軸性フィルムが２枚設けられて
いるので、視野角補償機能を大きく向上させることができるようになり、少なくとも従来
例の横電界方式の液晶表示装置の場合と同様ないしはそれ以上の広視野角を得ることがで
きるようになる。また、負の２軸性フィルムは偏光板の一方の保護膜の役割を兼ねること
ができるため、保護膜を省略することができ、２枚の負の２軸性フィルムを用いたことに
よる偏光板の厚さの増加を減らすことができるようになる。
【００１４】
　また、本発明の液晶表示装置においては、前記第１の負の２軸性フィルムは前記偏光板
の偏光子の側に配置され、前記第２の負の２軸性フィルムの光学軸は前記液晶の初期配向
方向に対して平行とされ、前記第１の負の２軸性フィルムの光軸は前記液晶の初期配向方
向に対して平行又は直交とされていることが好ましい。
【００１５】
　横電界方式の液晶表示装置においては、一対の偏光板は互いにクロスニコル配置され、
これらの一対の偏光板の内の一方の光透過軸は、液晶の初期配向方向と平行又は直交する
方向に配置される。なお液晶の初期配向方向は、一対の基板の液晶層側に形成された配向
膜のラビング方向によって定まる。そのため、本発明の液晶表示装置においては、視野角
補償フィルムが視野角の補償機能を果たすためには、２枚の負の２軸性フィルムは、液晶
表示素子と偏光板の偏光子の間に配置されており、かつ２枚の負の２軸性フィルムはその
光軸が互いに直交又は平行となっているとともに、偏光子の光透過軸と直交又は平行とな
っている必要がある。
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【００１６】
　本発明の液晶表示装置においては、第１の負の２軸性フィルムは偏光板の偏光子の側に
配置され、第２の負の２軸性フィルムの光学軸は液晶の初期配向方向に対して平行とされ
、第１の負の２軸性フィルムの光軸は液晶の初期配向方向に対して平行又は直交とされて
いるため、有効に視野角補償機能を奏することができるようになる。
【００１７】
　また、本発明の液晶表示装置においては、前記第２の負の２軸性フィルムは前記偏光板
の偏光子の側に配置され、前記第２の負の２軸性フィルムの光軸は、前記液晶の初期配向
方向に対して直交であり、且つ前記第１の負の２軸性フィルムの光軸は、前記液晶層の初
期配向方向に対して平行又は直交となるようにすることもできる。
【００１８】
　本発明の液晶表示装置によれば、このような構成を採用しても、上述の場合と同様の効
果を奏することができる。
【００１９】
　また、本発明の液晶表示装置においては、前記第１の負の２軸性フィルムはｎｘ＞ｎｙ
＞ｎｚ（なお、ｎｘ、ｎｙ及びｎｚは各軸方向の屈折率を表し、ｄは位相差板の厚さを表
す。）とされ、面内位相差Ｒｏ：０ｎｍ＜(ｎｘ－ｎｙ)＊ｄ≦２０ｎｍ、厚み方向位相差
Ｒｔｈ：５０ｎｍ≦｛(ｎｘ＋ｎｙ)／２－ｎｚ｝＊ｄ≦１００ｎｍであり、
　前記第２の負の２軸性フィルムはｎｘ＞ｎｚ＞ｎｙとなされ、面内位相差Ｒｏ：１００
ｎｍ≦(ｎｘ－ｎｙ)＊ｄ≦２００ｎｍ、複屈折性係数Ｎｚ：(ｎｘ－ｎｚ)／(ｎｘ－ｎｙ)
は－０．３～０．３であることが好ましい。
【００２０】
　本発明の液晶表示装置によれば、上述の数値範囲を採用することにより可視光範囲内で
良好な視野角補償機能を奏することができるようになる。
【００２１】
　本発明の液晶表示装置においては、前記第１の負の２軸性フィルム及び前記第２の負の
２軸性フィルムは、共にトリアセチルセルロース、ポリカーボネート、ポリノルボルネン
等の延伸フィルムからなることが好ましい。
【００２２】
　これらの延伸フィルムは、視野角補償フィルムとして汎用的に使用されているものであ
って、特殊な材料ではなく、しかも、容易に入手できるものであるから、安価に上記効果
を奏する液晶表示層を作製することができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】実施形態１～４に共通する液晶表示装置の平面図である。
【図２】図１の表示領域内の１画素分の拡大平面図である。
【図３】図２のIII－III線に沿った拡大断面図である。
【図４】実施形態１の液晶表示装置を示す分解斜視図である。
【図５】図５Ａは第１フィルムを説明する模式図であり、図５Ｂは第２フィルムを説明す
る模式図である。
【図６】実施形態１の各層の位相の一例を示す概略図である。
【図７】実施形態２の液晶表示装置を示す分解斜視図である。
【図８】実施形態２の各層の位相の一例を示す概略図である。
【図９】実施形態３の液晶表示装置を示す分解斜視図である。
【図１０】実施形態３の各層の位相の一例を示す概略図である。
【図１１】実施形態４の液晶表示装置を示す分解斜視図である。
【図１２】実施形態４の各層の位相の一例を示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、本発明を実施するための形態を図面を参照しながら詳細に説明する。ただし、以
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下に示す各実施形態は、本発明の技術思想を具体化するためにＦＦＳモードの液晶表示装
置を例にとって説明するものであって、本発明をこの実施形態に記載されたＦＦＳモード
の液晶表示装置に特定することを意図するものではなく、本発明は特許請求の範囲に含ま
れるその他の実施形態のものにも等しく適応し得るものである。なお、この明細書におけ
る説明のために用いられた各図面においては、各層や各部材を図面上で認識可能な程度の
大きさとするため、各層や各部材毎に縮尺を異ならせて表示しており、必ずしも実際の寸
法に比例して表示されているものではない。
【００２５】
　また、以下に述べるアレイ基板及びカラーフィルター基板の「表面」とは各種配線が形
成された面ないしは液晶と対向する側の面を示すものとし、「裏面」とは表示面側（カラ
ーフィルター基板の場合）ないしバックライト側（アレイ基板の場合）の面を示すものと
する。また、本発明における横電界方式の液晶表示装置は、液晶注入法を用いて製造され
たものにも適用可能であるが、以下においては液晶滴下（One Drop Fill：以下、「ＯＤ
Ｆ」という）法を用いて製造されたものを例として説明する。さらに、液晶表示装置はマ
ザー基板を用いて作製されるが、以下においては、説明の便宜上、１個のＦＦＳモードの
液晶表示装置を代表して説明する。
【００２６】
[実施形態１]
　まず、本発明の実施形態１のＦＦＳモードの液晶表示装置１０の構成について図１～図
３を参照して説明する。実施形態１に係る液晶表示装置１０は、図１に示すように、アレ
イ基板１１及びカラーフィルター基板２６と、両基板１１、２６を貼り合わせるシール材
３３とを備え、アレイ基板１１、カラーフィルター基板２６及びシール材３３により囲ま
れた領域に液晶（図３参照）が封入された、いわゆるＣＯＧ（Chip On Glass）型の液晶
表示装置である。この液晶表示装置１０においては、シール材３３により囲まれた内側の
領域に表示領域３４が形成されており、この表示領域３４の周囲に設けられる画像が認識
されない領域が液晶表示装置１０の非表示領域３５となる。また、実施形態１にかかる液
晶表示装置１０はＯＤＦ法で製造されたものであるため、液晶注入口は形成されていない
。そして、カラーフィルター基板２６の裏面、及び、アレイ基板１１の裏面にはそれぞれ
第１偏光板３９及び第２偏光板４０が設置されている(図３参照)。
【００２７】
　アレイ基板１１は、ガラス等で形成された矩形状の第１の透明基板１２の表面に液晶駆
動用の各種配線等が形成されたものである。このアレイ基板１１はカラーフィルター基板
２６よりもその長手方向の長さが長く、両基板１１、２６を貼り合わせた際に外部に延在
する延在部１２ａが形成されるようになっており、この延在部１２ａには駆動信号を出力
するＩＣチップあるいはＬＳＩ等からなるドライバー３６等が設けられている。また、こ
のドライバー３６からは、さらに共通配線１４が延在している。
【００２８】
　アレイ基板１１の表示領域３４内には、図２及び図３に示すように、複数本の走査線１
３及び信号線１７に加えて、複数本の走査線１３間にこの走査線１３と平行な複数本のコ
モン配線１４ａが設けられている。また、これらの走査線１３、コモン配線１４ａ及び露
出している透明基板１２を覆うように酸化ケイ素又は窒化ケイ素等の無機絶縁材料からな
るゲート絶縁膜１５が設けられている。そして、ソース電極Ｓ、ゲート電極Ｇ、ドレイン
電極Ｄ、及び半導体層１６からなるスイッチング素子としての薄膜トランジスターＴＦＴ
（ＴＦＴ：Thin Film Transistor）が走査線１３及び信号線１７の交差部近傍に形成され
ている。
【００２９】
　さらに、これらを覆うように表面の安定化のための酸化ケイ素又は窒化ケイ素等の無機
絶縁材料からなるパッシベーション膜１８が成膜され、さらに、アレイ基板１１の表面を
平坦化するための有機絶縁材料からなる層間膜１９が成膜されている。
【００３０】
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　次いで、フォトリソグラフィー法及びエッチング法により、コモン配線１４ａ上のゲー
ト絶縁膜１５及びパッシベーション膜１８を貫通するように第１のコンタクトホール２０
が形成される。この第１のコンタクトホール２０の形成には、乾式エッチング法の１種で
あるプラズマエッチング法や緩衝フッ酸による湿式エッチング法を採用し得る。これによ
り、コモン配線１４ａが露出される。
【００３１】
　次いで、層間膜１９が形成された透明基板１２の表面全体に亘って例えばＩＴＯやＩＺ
Ｏからなる透明導電性層が被覆され、フォトリソグラフィー法及びエッチング法によって
、それぞれの画素毎に層間膜１９の表面に下電極２１が形成される。このとき、それぞれ
の画素毎の下電極２１は第１のコンタクトホール２０を介してコモン配線１４ａと電気的
に接続される。従って、この下電極２１は共通電極として作動する。
【００３２】
　更に、下電極２１が形成された第1の透明基板１２の表面全体に亘って窒化ケイ素層な
いし酸化ケイ素層からなる絶縁膜２２が形成される。このとき、ドレイン電極Ｄ上のコン
タクトホール形成予定部分の層間膜１９の表面も絶縁膜２２によって被覆される。次いで
、フォトリソグラフィー法及びエッチング法によって、ドレイン電極Ｄ上のコンタクトホ
ール形成予定部分の層間膜１９及び絶縁膜２２に対して第２のコンタクトホール２３が形
成される。
【００３３】
　更に、絶縁膜２２が形成された第１の透明基板１２の表面全体に亘って例えばＩＴＯや
ＩＺＯからなる透明導電性層が被覆され、フォトリソグラフィー法及びエッチング法によ
って、それぞれの画素毎に絶縁膜２２の表面に複数のスリット２４が形成された上電極２
５が形成される。この上電極２５は、第２のコンタクトホール２３において薄膜トランジ
スターＴＦＴのドレイン電極Ｄが電気的に接続されており、画素電極として作動する。こ
の後、表示領域３４の上電極２５を含む表面全体に例えばポリイミドからなる第１配向膜
３７が設けられることにより、実施形態１の液晶表示装置１０のアレイ基板１１となる。
なお、この第１配向膜３７にはスリット２４の延在方向と交差する方向に液晶方向配向処
理（ラビング処理）が施されている。また、複数本の走査線１３及び信号線１７により囲
まれた領域が１サブ画素領域ＰＡとなる。
【００３４】
　また、カラーフィルター基板２６は、ガラス等からなる第２の透明基板２７の表面に、
アレイ基板１１の走査線１３、信号線１７及び薄膜トランジスターＴＦＴに対応する位置
、並びに非表示領域３５を被覆するように金属材料からなる遮光膜２８が形成される。
【００３５】
　更に、表示領域３４内の遮光膜２８で囲まれた第２の透明基板２７の表面には、所定の
色、例えば赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）等のカラーフィルター層２９が形成され、また
、遮光膜２８及びカラーフィルター層２９の表面が被覆されるようにオーバーコート層３
０が形成されている。
【００３６】
　そして、オーバーコート層３０を覆うようにして例えばポリイミドからなる第２配向膜
３８が形成され、実施形態１のカラーフィルター基板２６となる。この第２配向膜３８に
はアレイ基板１１に形成された第１配向膜３７と逆方向の液晶方向配向処理が施されてい
る。
【００３７】
　そして、上述したアレイ基板１１及びカラーフィルター基板２６は、例えばアレイ基板
１１の表示領域３４に液晶が滴下され、カラーフィルター基板２６の非表示領域３５には
紫外光により硬化できる樹脂等で形成されたシール材３３が塗布され、両基板１１、２６
が張り合わされる。その後、シール材３３に紫外光を照射しシール材３３を硬化させ、ア
レイ基板１１の延在部１２ａにドライバー３６を設置する。また、カラーフィルター基板
２６とアレイ基板１１の間には、両基板のセルギャップを一定に保つための柱状スペーサ
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ー（図示省略）が形成されている。
【００３８】
　その後、張り合わされた両基板の裏側にそれぞれ第１偏光板３９及び第２偏光板４０を
設置し、さらに、アレイ基板１１側の第１偏光板３９の外側にバックライト装置（図示省
略）を配置し、実施形態１に係るＦＦＳモードの液晶表示装置１０が完成される。なお、
第１偏光板３９及び第２偏光板４０はクロスニコル配置され、第１偏光板３９及び第２偏
光板４０の一方の光透過軸は、第１配向膜３７又は第２配向膜３８のラビング方向、すな
わち、液晶の初期配向方向と平行又は直交する方向に配置される。
【００３９】
　ここで、図４を参照して、第１偏光板３９及び第２偏光板４０の具体的構成を説明する
。なお、説明の都合上、液晶層３２を狭持したアレイ基板１１及びカラーフィルター基板
２６をまとめて液晶表示基板４１とする。通常使用されている偏光板は、ヨウ素錯体ない
し二色性染料を吸着させたポリビニルアルコール（ＰＶＡ）フィルムを一軸延伸すること
によって得られた偏光子の両面に保護膜が配置された構成を備えている。この保護膜とし
ては、透明なトリアセチルセルロース（ＴＡＣ）が多く使用されている。実施形態１の液
晶表示装置１０においては、液晶表示基板４１の一方の外面に配置される第２偏光板４０
としては、従来の偏光板と同様に、偏光子４０ｂの両面にＴＡＣからなる保護膜４０ａ及
び４０ｃが添付されたものを用いている。
【００４０】
　しかしながら、液晶表示基板４１の他方の外面に配置される第１偏光板３９としては、
偏光子３９ｂの外面にはＴＡＣからなる保護膜３９ａを用いているが、液晶表示基板４１
側は、保護膜として２枚の負の２軸性フィルム４２からなるものを用いている。ここで、
２枚の負の２軸性フィルム４２のうち、一方を第１の負の２軸性フィルム４３とし、他方
を第２の負の２軸性フィルム４４とする。
【００４１】
　本発明の液晶表示装置において、所定の視野角の補償機能を果たすためには、２枚の負
の２軸性フィルムは、液晶表示素子と偏光板の偏光子の間に配置されており、かつ２枚の
負の２軸性フィルムはその光軸が互いに直交又は平行となっているとともに、偏光子の光
透過軸と直交又は平行となっている必要がある。
【００４２】
　そのため、実施形態１の液晶表示装置１０では、液晶表示基板４１を中心として、アレ
イ基板１１側には、アレイ基板１１側から順に、第２の負の２軸性フィルム４４及び第１
の負の２軸性フィルム４３からなる２枚の負の２軸性フィルム４２、偏光子３９ｂ、ＴＡ
Ｃからなる保護膜３９ａからなる第１偏光板３９が配置されている。また、カラーフィル
ター基板２６側には、カラーフィルター基板２６側から順に、ＴＡＣからなる保護膜４０
ａ、偏光子４０ｂ，ＴＡＣからなる保護膜４０ｃからなる第２偏光板４０がそれぞれ配置
されている。
【００４３】
　なお、２軸性フィルムとは、ｘ、ｙ及びｚの３軸方向の屈折率が全て異なる場合を示す
。第１の負の２軸性フィルム４３は、３軸方向の屈折率をそれぞれｎｘ、ｎｙ、ｎｚとし
たとき、
　　　ｎｘ＞ｎｙ＞ｎｚ
の関係を満たす負の２軸性フィルムである（図５Ａ参照）。一方、第２の負の２軸性フィ
ルム４４は、３軸方向の屈折率をそれぞれｎｘ、ｎｙ、ｎｚとしたとき、
　　　ｎｘ＞ｎｚ＞ｎｙ
の関係を満たす負の２軸性フィルムである（図５Ｂ参照）。
【００４４】
　このような負の２軸性フィルムとしては、例えば１軸延伸されたＴＡＣや、ポリカーボ
ネート、ポリノルボルネン等の１軸又は２軸延伸フィルムを使用することができるため、
この負の２軸性フィルムを従来例の偏光板の場合と同様に偏光子の保護膜として兼用する
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ことができるようになる。また、第１偏光板３９の偏光子３９ｂ及び第２偏光板４０の偏
光子４０ｂは、それぞれ互いに直交するような光透過軸３９１及び４０１を有している。
第１の負の２軸性フィルム４３は偏光子３９ｂ側に配置されており、第２の負の２軸性フ
ィルム４４の面内の光軸４４１は液晶表示基板４１内の液晶層３２の初期配向方向に対し
て平行であり、且つ第１の負の２軸性フィルム４３の面内の光軸４３１は液晶層３２の初
期配向方向に対して平行又は直交とされている（図６参照）。
【００４５】
　このような構成とすることで、面内の全方向の位相差の総和を横電界方式の液晶表示装
置における対角線方向の視野角特性を大きく向上させることができるようになるので、少
なくとも上述の従来例の横電界方式の液晶表示装置の場合と同様ないしはそれ以上の広視
野角を得ることができる。加えて、負の２軸性フィルムは偏光板の一方の保護膜の役割を
兼ねることができるため、別途保護膜を省略することができ、２枚の負の２軸性フィルム
を用いたことによる偏光板の厚さの増加が少なくなる。
【００４６】
　[実施形態２]
　実施形態２に係る液晶表示装置１０Ａとして、第２偏光板４０Ａに設けた２枚の負の２
軸性フィルム４２Ａがカラーフィルター基板２６側に設けられ、且つ液晶表示基板４１側
に第２の負の２軸性フィルム４４Ａ、第２偏光板４０Ａの偏光子４０Ａｂ側に第１の負の
２軸性フィルム４３Ａが配置された場合について説明する。なお、実施形態２のＦＦＳモ
ードの液晶表示装置１０Ａにおける液晶表示基板４１は、実施形態１の液晶表示装置１０
で説明したものと共通している。また、実施形態２の液晶表示装置１０Ａでは、実施形態
１の液晶表示装置１０と構成が相違する点は、第１の負の２軸性フィルム及び第２の負の
２軸性フィルムの配置位置が異なるのみであるので、実施形態１で説明したものと同一の
構造のものについては同一の符号を付し、詳細な説明は省略する。
【００４７】
　実施形態２の液晶表示装置１０Ａは、図７に示すように、液晶表示基板４１を中心とし
、アレイ基板１１側には、アレイ基板１１側から順に、保護膜３９Ａｃ、偏光子３９Ａｂ
、保護膜３９Ａａからなる第１偏光板３９Ａが配置され、カラーフィルター基板２６側に
は、カラーフィルター基板２６側から順に、第２の負の２軸性フィルム４４Ａ、第１の負
の２軸性フィルム４３Ａ、偏光子４０Ａｂ，保護膜４０Ａａからなる第２偏光板４０Ａが
それぞれ配置されている。
【００４８】
　なお、実施形態２の液晶表示装置１０Ａでは、第１の負の２軸性フィルム４３Ａが偏光
子４０Ａｂ側に配置されており、第２の負の２軸性フィルム４４Ａの光軸４４Ａ１は、液
晶表示基板４１内の液晶層３２の初期配向方向に対して平行であり、且つ第１の負の２軸
性フィルム４３Ａの光軸４３Ａ１は、液晶層３２の初期配向方向に対して平行又は直交と
されている（図８参照）。このような構成とすることで、実施形態２の液晶表示装置１０
Ａにおいても、実施形態１の液晶表示装置１０と同様の広視野角を達成することができる
。
【００４９】
　[実施形態３]
　実施形態３に係る液晶表示装置１０Ｂとして、第１偏光板３９Ｂに設けた２枚の負の２
軸性フィルム４２Ｂがアレイ基板１１側に設けられ、且つ液晶表示基板４１側に第１の負
の２軸性フィルム４３Ｂ、第１偏光板３９Ｂの偏光子３９Ｂｂ側に第２の負の２軸性フィ
ルム４４Ｂが配置された場合について説明する。なお、実施形態３のＦＦＳモードの液晶
表示装置１０Ｂにおける液晶表示基板４１は、実施形態１の液晶表示装置１０で説明した
ものと共通している。また、実施形態３の液晶表示装置１０Ｂでは、実施形態１の液晶表
示装置１０と構成が相違する点は、第１の負の２軸性フィルム及び第２の負の２軸性フィ
ルムの配置位置が異なるのみであるので、実施形態１で説明したものと同一の構造のもの
については同一の符号を付し、詳細な説明は省略する。
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【００５０】
　実施形態３の液晶表示装置１０Ｂは、図９に示すように、液晶表示基板４１を中心とし
、アレイ基板１１側には、アレイ基板１１側から順に、第１の負の２軸性フィルム４３Ｂ
、第２の負の２軸性フィルム４４Ｂ、偏光子３９Ｂｂ、保護膜３９Ｂａからなる第１偏光
板３９Ｂが配置され、カラーフィルター基板２６側には、カラーフィルター基板２６側か
ら順に、保護膜４０Ｂｃ、偏光子４０Ｂｂ，保護膜４０Ｂａからなる第２偏光板４０Ｂが
それぞれ配置されている。
【００５１】
　また、実施形態３の液晶表示装置１０Ｂでは第２の負の２軸性フィルム４４Ｂが偏光子
３９Ｂｂ側に配置されている。この場合の第２の負の２軸性フィルム４４Ｂの光軸４４Ｂ

１は、液晶表示基板４１内の液晶層３２の初期配向方向に対して直交であり、且つ第１の
負の２軸性フィルム４３Ｂの光軸４３Ｂ１は、液晶層３２の初期配向方向に対して平行又
は直交とされている（図１０参照）。このような構成とすることで、実施形態３の液晶表
示装置１０Ｂにおいても、実施形態１の液晶表示装置１０と同様の広視野角を達成するこ
とができる。
【００５２】
　[実施形態４]
　実施形態４に係る液晶表示装置１０Ｃとして、第２偏光板４０Ｃに設けた負の２軸性フ
ィルム４２Ｃが、カラーフィルター基板２６側に設けられ、且つ液晶表示基板４１側に第
１の負の２軸性フィルム４３Ｃ、第２偏光板４０Ｃの偏光子４０Ｃｂ側に第２の負の２軸
性フィルム４４Ｃが配置された場合について説明する。なお、本実施形態４のＦＦＳモー
ドの液晶表示装置１０Ｃにおける液晶表示基板４１は、実施形態１の液晶表示装置１０で
説明したものと共通している。また、実施形態４の液晶表示装置１０Ｃでは、実施形態１
の液晶表示装置１０と構成が相違する点は、第１の負の２軸性フィルム及び第２の負の２
軸性フィルムの配置位置が異なるのみであるので、実施形態１で説明したものと同一の構
造のものについては同一の符号を付し、詳細な説明は省略する。
【００５３】
　実施形態４の液晶表示装置１０Ｃは、図１１に示すように、液晶表示基板４１を中心と
し、カラーフィルター基板２６側にはカラーフィルター基板２６側から順に第１の負の２
軸性フィルム４３Ｃが、第２の負の２軸性フィルム４４Ｃ、偏光子４０Ｃｂ，保護膜４０
Ｃａからなる第２偏光板４０Ｃが配置され、アレイ基板１１側には、アレイ基板１１側か
ら順に、保護膜３９Ｃｃ、偏光子３９Ｃｂ、保護膜３９Ｃａからなる第１偏光板３９Ｃが
それぞれ配置されている。
【００５４】
　また、実施形態４の液晶表示装置１０Ｃでは第２の負の２軸性フィルム４４Ｃが偏光子
４０Ｃｂ側に配置されている。この場合の第２の負の２軸性フィルム４４Ｃの光軸４４Ｃ

１は、液晶表示基板４１内の液晶層３２の初期配向方向に対して直交であり、且つ第１の
負の２軸性フィルム４３Ｃの光軸４３Ｃ１は、液晶層３２の初期配向方向に対して平行又
は直交とされている（図１２参照）。このような構成とすることで、実施形態４の液晶表
示装置１０Ｃにおいても、実施形態１の液晶表示装置１０と同様の広視野角を達成するこ
とができる。
【符号の説明】
【００５５】
１０、１０Ａ～１０Ｃ：液晶表示装置　１１：アレイ基板　１２：透明基板　１２ａ：延
在部　１３：走査線　１４：共通配線　１４ａ：コモン配線　１５：ゲート絶縁膜　１６
：半導体層　１７：信号線　１８：パッシベーション膜　１９：層間膜　２０：コンタク
トホール　２１：下電極　２２：絶縁膜　２３：コンタクトホール　２４：スリット　２
５：上電極　２６：カラーフィルター基板　２７：透明基板　２８：遮光膜　２９：カラ
ーフィルター層　３０：オーバーコート層　３２：液晶　３３：シール材　３４：表示領
域　３５：非表示領域　３６：ドライバー　３７：第１配向膜　３８：第２配向膜　３９
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：第１偏光板　４０：第２偏光板　４１：液晶表示基板　４２：２枚の負の２軸性フィル
ム　４３、４３Ａ～４３Ｃ：第１の負の２軸性フィルム　４４、４４Ａ～４４Ｃ：第２の
負の２軸性フィルム　Ｄ：ドレイン電極　Ｇ：ゲート電極　Ｓ：ソース電極　ＰＡ：サブ
画素領域　ＴＦＴ：薄膜トランジスター

【図１】 【図２】
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